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一

　

は
じ
め

に

　

瞭
那
（

蛍
。。

鼠
Gq
国）

は

主

要
な

著
作
『

集
量

論
』

（

等
矗

ミ

§
毳
蹟

§

竃
。

ミ
貸
）

に

お
い

て
、

い

わ

ゆ

る

三

分
説
を

提
出
し
て

い

る
。

し

か

も
、

そ
の

三

分
に

つ

い

て

「

三

分

不
異
」

（

紆
σ・
。・

塁
け

げ

甲

号
α

臼

罠
げ

る゚・°

三

分
は

罰

体

　
　
（

1
）

で

は

な
い
）

と

い

う
説
を
述
べ

て

い

る
。

そ

の

コ
ニ

分
不

異
」

説
に

は

次
の

よ

う
な
意
味
が
あ
る

と

示
唆
し

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ

る
。

　
三

分

不
異
説

　

認
識
す
る

知
は
形
や

働
き
か

ら

三

つ

の

種
類
に

分
け
ら

れ

る

が
、

そ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

2）

　
の

三

分
は
］

つ

の

知
（
自
証
知
ω
＜

襞
旨
証

三
）

に

属
す
る
と

い

う
。

　

陳

那
は

自

認
知
の

認
識

特
性
を

説
明

す
る
た

め

に
三

分
説
を

提
出
し

て
い

る

が
、

そ

の

三

分
が

形
と

し

て

は
一

つ

の

も
の

で

あ
る

の

か
、

或

い

は

別
々

に

存
在

す
る

の

か
に
つ

い

て
、

「

三

分

不
異
」

と
い

う
柔
軟

な

言
い

方
を

用
い

、

そ
の

関
係
を

表
現
し

て

い

る
。

ま
た

『

観
所
縁
縁

論
』

に

お

い

て

は
、

「

楽
に

随
っ

て

応
に

説

く
べ

し
。

（

審
自
の

解
釈
に

任
せ

る
）

」

（
大
正
三
一

、

八
八

九

上
）

と

も
述
べ

て

い

る
。

そ
れ
は

三

分

闘
由

反

學
佛｛
教

學
研
究
簓
亠

ハ

十
二

巻
第
二

号
　

平
戒
二

十
六

年
三

月

説
か

或
い

は
一

分
説
か

を
判

断
す
る
の

が

陳
那
に
と
っ

て

容
易
で

は

な

い

か
ら

で

あ
ろ

う
と

考
え
ら

れ

る
。

そ

し

て

陳
那
の

三

分

説
を

継
承
し

た

護
法
（

O
冨
§
巷
倒

ε

は

更
に

四

分

説
を

提

出
し

て

い

る

が
、

彼
は

（
相
・

見）

二

分
が
阿
頼
耶
識
の

種
子
に

よ
っ

て

生
じ

、

依
他
起

性
に

属

す
る

の

で
、

仏

智
に

も
二

分
が

あ

り
、

二

分
は

煩
悩
の

根
源
で

は

な

く
、

仏

智
に
よ

る

顕
現
の

も

の

で

あ
る

と

強
調
し

て

い

る
。

　
こ

れ

に

対
し
て

、

世
親
（
＜
器
昌
げ

碧
爵
ロ）

は

「

阿
頼
耶
識
が
一

切
雑
染

の

根
本
な

り
。

」

（

『

瑜
伽
師
地
論
』

巻
第
五

十
一
、

大
亙
三

〇
、

五

八
｝

上
）

と
い

う
思

想
を
受
け

継
ぎ

、

識
体
の

雑
染
説
を

主
張
し

い

て

る

が
、

そ

の

考
え
は

『

唯

識
三

十
論
頌
』

（
大
正
三
一

、

六
一

上
）

、

『

大
乗
五

蘊
設
』

（

大
正
三
→

、

八
五

〇

上
）

に

お
い

て

も

説
か

れ

て

い

る
。

そ
し

て

安
慧

（

ω

愛
蔭
銭
〉

に

至
っ

て

は
、

世
親
の

識
体
の

雑
染

説
に

従
い

、

そ
の

二

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3）

分
が

遍

計
所
執
性
の

二

取
（
 
聾

葦
四
珱

器
−

≦

蚕
冨
ケ
）

で

あ
る

と
ま

で

述
べ

て

い

る

（
『

成
唯
識

論
述
記
』

巻
第
一
、

大

正
四
三

、

二

四
一

中
）

。

そ

れ

は
凡
夫
の

有
漏
心
を

雑
染
や

非
翼
実
な

も
の

と
し

て

位
置
づ

け
て
い

る

か
ら
で

あ
ろ

う
。

〜
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依
他
起
性
の

理

解
に

対
す
る
世

親
と

陳
那
の

差
異
に
つ

い

て

（

陳
〉

　

そ

う
で

あ
る

な
ら
ば

、

二

分
と

は

果
た

し

て

安
慧
に

言
わ

れ

た

よ

う

に
唯
一

性
の

真
如
と

関
係
な
く
非
存
在
的
な
も
の

で

あ
る

の

か
、

或
い

は

護
法
に

言
わ

れ
た

よ

う
に

真
如
に

属
す
る

真
実
な

も
の

で

あ
る
の

か
。

両
者
の

二

分
に

対
す
る

認
識
に

は

大

き

な

隔
た

り
が

生
じ

て

い

る
。

　

も
し
婀
頼
耶
識
の

雑
染
説
か

ら

見
れ
ば

、

そ
の

虚
妄
分
劉
（

移

藁
m

窓
亭

匿
韆
）

の

二

分

を
二

取

説

β
黐

菖
脚

喰
鍵
更
9
−

＜

葬

喜
魯
）

と

し

て

考
え

る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う
。

次
に

示
し

た

流

れ

の

よ

う
に

、

雑
染
の

二

取
説

は

世
親
以

来
の

唯
識
思
想
に

お

け
る

共

通
的
な

考
え
方
で

は

な
い

か
と

思
わ

れ

る
。橙親 （5cJ の 二 取説

錬那 （5−6q ＞の 二 分説 ？二 取説 ？

護法 （6q ）二 分非二 取説 安慧 （6c．）二 取説

玄奘 （7c．）　 法称 （7 ω の 二 取説

ラ トナ
ーカ ラシ ャ

ー
ン テ ィ

　　 （llq ）の 二 取説

非正統派の思想　　　　　 唯識 の 正統派の 思想

一

二

　

こ

の

流
れ

か

ら
見
る

と
、

護
法
の

「

二

分
雰
二

取
」

説
は

、

世
親
が

代
表
す
る

正

統
の

唯
識
思
想
に

背
い

て

い

る

の

で

は
な
い

だ

ろ

う
か

。

な
お

、

因
縁
に

よ

り
生
じ

る

依
他
起

性
は

唯
識
実
性
の

円
成
実
性
と

は

不
→

不

異
の

関
係
を
持
つ

と
い

う
説
が

早
く
か
ら

無
著
の

『

摂
大
乗
論
』

（
大

正
三
、

一

四
〇
下）

及
び

琶
親
の

闘

摂
大
乗
論
釈
』

（

大
斑
三
一

、

三

四
二

下
）

に

お
い

て

説
か

れ

て

い

る

が
、

そ
の

説
は

唯
識

学
派
の

共
通
的
な

思
想
で

あ
る

と

言
っ

て

も
過
言
で

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

し

か

し
、

二

分

が

依
他
起

性
で

あ

る

な
ら

ば
、

円

成

実
性
の

真
如
と

不
一

不
異
の

関
係

に

な
る

は

ず
で

あ

る

が
、

世

親
の

時
代
以

後
、

な
ぜ

安
慧
は

そ

の

よ

う

な
二

分
を

真
如
と
の

関
係
は

異
と
し

、

認

識
的
な

誤
り

（

例
え
ば

縄
を

蛇
と

見
る
）

の

も
の

と

し
て

見

な
し

た

の

か
。

世
親
が

依
他
起

性
の

二

取
説
に

対
し
、

も

と

も
と
そ
の

よ

う
な

見
解
を
持
っ

て

い

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

そ
し

て
、

一

方
護
法
は

陳
那
の

滋

分
説
に

影
響
さ

れ
、

仏
智
の

二

分
説
を
提
出
す
る

に

ま
で

至
っ

た

の

か
、

或
い

は

仏

智
の

二

分
説
が

彼
の

独
創
で

あ
る

の

か
。

　
以

上

の

よ

う
に

依
他
起
性
の

二

分
に

対
し

、

様
々

な

疑
問
が

生
じ

て

く
る

が
、

…
一

分
に

対

す
る

認
識
の

違
い

は

護
法
と

安
慧
の

問
に

存
在
す

る
だ

け
で

は

な
く

、

も
と

も

と

陳
那
の

見
解
も

世
親
の

と
は

違
っ

て

お

り
、

故
に

護
法
の

仏
智
の

二

分
説
に

ま

で

影
響
を
与
え
た
の

で

あ
ろ

う

か
。

本

論

文
に

お
い

て

は
、

陳
那

の

『

仏

母
般
若
波
羅
蜜
多
円

集
要

義

論
』

（

以
下

は

『

要
義
論
』

と

略
称
）

の

三

性

説
の

殀
究
を

通
し

、

彼
の

依
他
起

性
に

対
す
る

見
解
を

世
親
の

も
の

と
箆
較
し

な
が

ら
、

そ
の

問

540一
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題
を

解
き
た
い

と

考
え
て

い

る
。

二

　
三

性
に

対
す
る

世
親
の

超
越
論
と

陳
那
の

対
治
論

　

陳
那
は

『

要
義
論
』

に

お
い

て

は
、

般
若
を

通
し

て

三

性
の

内
容
を

　

　
　
　
（

4
）

述
べ

て
い

る
。

般
若
と
は

無
二

の

智
（

巴
毒

置
謡
言）

、

つ

ま

り
色
の

無

相
分
別
（

昏
冨
く

葵
善

警
窟）

な
ど

と

い

う
散
乱
（

＜

騨
鷲

箪

を
止

遣
さ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
5）

せ

る
（
＜

巨
く

騨

摺
卑

取
り
除
か
せ

る
）

手
段
と

も
言
え
る
と

い

う
の

で

あ
る

。

ま
た

、

陳
那
の

三

性
論
は

主
に

「

即
（
°・

弩
碧
四

肯
定）

と

離
（
を

婁
9

否

定
ご

と

い

う
方
法
に

よ

り
、

認
識
上
の

誤
り
や

有
無
な
ど
の

概

念
を

　

　
　
　

　
　
（
6）

阻
止

す
る
（
＜

窟
訂
四

）

も
の

で

あ

る
。

例
え
ば

、

　

1
、

有
胡
分
別
（

σ

鼠
≦
切

鉾
書
・）

や

無
糧
分

別
（

＜

蔘
蠧
σ

茘
く

器
与

馨
巴

　

　

な
ど

の

遍

計
觝
執

性
に
つ

い

て
、

無
（
螽
。・

巳

に

よ

り
そ

の

存

　

　

在
の

実

有
性
を
否
定
す
る

。

（
無
の

離
）

　

2
、

無
実
の

顕
現
（

馨
α

。

篝

蚩
魯

誓
望
鋤

浮
）

の

依
他
起
性
に
つ

い

て
、

　

　

無

明
の

生

起
（

慧
身
倒
く

葺

冒
津

畧）

と

し

て

そ
の

存

在
の

真
実
性

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

7
）

　

　

を

否
定
す
る

。

（
幻
の

離
）

　

3
、

四
つ

の

清
浄
と

す
る

円
成
実
性
に
つ

い

て
、

不
生
不
滅
な
ど

の

　

　
　

諸

法
観
に

よ

り
そ
の

無
有
性
の

（

大
正
二

五
、

九

〇

七

中
）

存

在

　

　
　

を

肯
定
す
る

。

（
無
性
の

即
）

　

陳
那
は

『

取
因
仮
設
論
』

に
お
い

て

も
、

そ
の

よ

う
な
対
治
論
を

示

し

て
い

る
。

例
え
ば
「

身
の

処
に

於
い

て
、

顛

倒
し

て

常
楽
我
浄
と

為

す
を

説
く

も
の

に
、

無
倒
に

四
念
住
法
を

説
く
こ

と

を

為
す
が

如
き
」

依
他
起
性
の

理
解
に

対
す
る
世

親
と
陳
那
の

差
異
に
つ

い

て

（

陳
）

（

大
正

三
一

、

八

八

六

下
）

と

あ
る

が
、

陳
那
の

般
若
に

対

す
る

理

解
は

対
治
の

考
え

方
に

傾
い

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

彼
の

言

う
止
遣
（

ぎ
ア

螽
蕁

髴

除
去
）

と
は

「

彼
を

捨
て

て

蒲

も
心
に

此
を

取
る
」

と
い

う
こ

と

で

は

な
く

（

大
正
三
一

、

八

八
七

上
）

、

上
で

述
べ

た

よ

う
に

、

般
若

の

「

即
と

離
」

と
い

う
手
段
に

よ
っ

て

存
在
に

対
す
る

全

て

の

分
別
を

対
治
す
る

と
い

う
こ

と

な
の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
。

よ
っ

て

無

二

智
と

は
、

主

客
観
（

相
見
二

分∀

の

よ

う
な

認
識
上

の

対
立
を

無
く

す
の

み

な
ら

ず
、

一

切
の

存
在
に

対
す
る

相
待
飽
考
え

を

止
め

る

無
分

別
智
の

よ

う
で

あ
る

。

　
つ

ま

り
陳

那
が

『

要
義
論
』

に

お
い

て

言

う
般

若
と

は
、

所

対
治

（

ξ
舞

絶

と

能

対

治
（
ヌ
国

二

蠶
寄
四

邑

の

対
立

を
止

息
（
壱
鋒
彗

曁）

す

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

8
）

る

た
め

の

働
き
な

の

で

あ
る

。

彼
は

こ

の

よ

う
な
三

性
の

対
治

説
に

よ
っ

て

諸

法
の

不
生

不
滅

論
（

大
正
二

五
、

九

＝

上
）

を

表
し

て
い

る

が
、

そ
れ

は

世
親
の

三

性
の

非
有
非
空

論
（

大
正

三
一

、

四
六

四

中）

と

は

違
っ

て

い

る
。

そ
こ

で
、

琶
親
の

三

性
の

非
有
非
空

論
を
次

の

よ

う

に

示
し
て

み

た
。

∴
羈
辮
鬚
疆

　
　

　
　
　

性
の

無
〉

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

き　

　
　

　
　
　
（
蠧
o

課
ヨ
髱
ヨ

薯
避
o

冨
堕
理
《
o

慈
四
酵
群
。

葛
o

ε

↓
結
論
”
「

一

切
法
奔
一

向
空

。

亦
非
一

向
不
蹇
し

一

察

一 541一
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依

他
起
性
の

理

解
に

対
す
る

世
親
と

陳

那
の

差
異
に

つ

い

て

（

陳）

以

上

の

よ

う
に

陳
那
と

世

親
を
比
べ

て

み

る
と

、

陳
那
の

無
二

有
が

勿

論
主

客
観
の

み

な
ら

ず
、

有
無

相
や

有
無
実
性
な
ど

の

存
在
に

対
す
る

認
識

も

含
ま

れ

て
い

る

の

に

対
し

て
、

世

親
の

無
二

取
は

主

に

所
取
と

能
取
と
い

う
遍

計
所
執
性
を
否

定
し

た

も
の

で

あ
る

。

　

言
い

換
え
る

と
、

陳
那
は

般

若
を

通

し
て

、

三

性
が
共
に

空
性
で

あ

る

が
、

使
う
手
段
が

違

う
こ

と

で

不
一

不
異

、

つ

ま
り

無
二

（
巴
≦

琶

の

本
質
と

し

て

互
い

に

存
在
し

合
い
、

平
等
な

も
の

な
の

で

あ
る
と
い

う
考
え
を

示
し

て

い

る
。

こ

れ

に

対
し

、

世
親
は

遍

計
所
執
性
の

執

着

を

排
除
し

な

け
れ

ば
、

一

切
法
が

非
空

非
有
と

い

う
境

界
に

達

す
る
こ

と
が

で

き

な
い

と

い

う
の

で

あ
る

。

彼
は

そ

の

思
想
を

『

弁
中
辺

論
』

の

「

入
無

相
方

便
相
」

（
大
正
三
一

、

四

六

五
上
〉

に

お
い

て

も

述
べ

て

い

る
。

例
え
ば

世
親
の

入
無
相
の

手
順
を

図
で

表
す

と
、

次
の

よ

う
に

な
る

で

あ
ろ

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3
、

識
の

無
所
得
性
（
円
成

実
性
有
り）

　

　

　

虚

妄
分
別
（

蓮
＼
堊
所
取

叢
i
て

・

蹇

柔

讒

丶
羞
境
（
似
・

蠢
・）

遍
計
所
執
性
（

似
四

義
有
り

）

世

親
は
こ

の

よ

う
に

三

層
式
（
1

、

有

↓
2

、

無
↓
3
、

右
）

の

入
無
相

方

一

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　（
10
）

便
（
麟

里
由
訂
選

畧
。・

蓼
ぢ

−

α・
「

咢
鋳
鎚
。

9
鬢
詠

豊）

に

お

い

て
、

遍

計
所
執

性
（
似

四

義
有
り

）

を

否
定
し

て

か

ら

こ

そ

円
成
実

性
が

成

り
立
つ

と

い

う
こ

と

に

よ
っ

て
、

一

切
法
の

「

非
空

非
有
」

論
を

述
べ

て
い

る
。

そ

し

て
、

依
他
起

性
は

入

無
相
の

方
便
の

み

で

あ
り

、

世
親
が

究
極
的

に

追

求
す
る

目

標
で

は

な

く
、

円

成

実
性
へ

の

橋
渡
し

の

役
目

に

過
ぎ

な
い

の

で

あ

る
。

こ

の

入

無
相
方
便
の

説
は

、

世
親
の

後
期
の

著
作
で

あ
る

『

唯

識
三

十

論
頌
』

に

も
見
ら

れ

る
。

ま

た

彼
は

『

仏
性
論
』

に

お
い

て
、

依
他
起

性
と
は
二

取
で

あ
り、

単
に

世
俗
諦
の

次
元
に

お
い

て

の

み
、

そ

の

存

在

が

認
め

ら

れ

る

と

述
べ

て

い

る

（

大

正
三
一

、

七
九
三

下

〜
七

九
四

上
）

。

三

　
依

他
起
性
と

円
成

実
性
に

対

す
る

陳
那
の

見

解

　
陳
那
は

般
若
の

智
慧
の

力
に
よ

れ

ば
、

平
等
か
つ

清
浄
な

境
地

を

実

証
す
る

こ

と

が

で

き

る

と
述
べ

て

い

る
（

大
正
二

五
、

九
一

二

中）
。

そ
し

て
、

「

此
れ

是
の

如
く
色
を

説
く
は

般
若

波
羅
蜜
な

り
。

」

（

大
正
二

五
、

九
〇

九

下）

と

あ
る

よ

う
に

、

円
成

実
性
は

無
二

の

智
と

し

て

見
な

さ

れ
、

即
ち
そ

れ

は

般
若
波

羅
蜜
の

こ

と
を

指
し

て
い

る
。

そ
し
て

、

依

他
起
性
と

円
成

実
性
と

の

関

係
は

、

対
治
さ
れ

る

対

象
（

無
明
に

よ

る

顕

現
）

と
対
治
す
る

無
二

の

智
と
い

う
関
係
に

あ
る

（

大
正
二

五
、

九
〇
九

下
）

。

よ
っ

て

依
他
起

性
が

有
か
無
か

と

言
う
た

め

に

は
、

円

成
実

性

の

表
現
と
一

緒
に

考
え

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

よ

う
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
な

考
え

方
は

実
は

無
著
の

時
代
に

ま
で

遡
る

こ

と

が

で
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き
、

例
え
ば

、

無
著
は

「

若
し

依
他
性
無
け
れ
ば
真
実
性
も

無
く

、

一

切
の

無
と

は

あ
り
え
な
い

。

」

（
大
正
三
一
、

一

二

〇

中）

と
述
べ

、

依
他

起
性
の

存
在
こ

そ

が

真
実
の

真
如
を

存
在
た

ら
し
め

る

と
い

う
こ

と
を

明
言
し

て

い

る
。

ま
た

「

此

の

二

若
し

異
な
ら
ば

、

法
と

法
性
と
も

亦

応
に

異
り
あ

る
べ

し
。

」

（

大
正
三
一

、

三

四
二

中
）

と
い

う
見
解
を

示
し

、

依
他
起

性
が

円
成

実
性
と

不
離
の

関
係
を

持
っ

て

存

在
す
る

と
も

考
え

て
い

る

よ

う
で

あ
る

。

　

そ

れ

故
に

、

陳
那
に

と
っ

て

は

三

性
は

対
治
の

働

き
と

し
て

違

う
役

目

を
担
っ

て

い

る

が
、

同

時
に

同

じ

般

若
の

空

性
に

所
属
す
る

も
の

で

あ
る

の

で
、

三

性
は

三

無
性
と

し

て

平
等
な
の

で

あ
る

。

こ

れ
に

対
し

て
、

世
親
の

三

段
階
の

三

性
説
は

遍
計
所

執
性
が

除
か

れ

て

か

ら
、

依

他
起
性
と

円
成
実
性
と

が

不
一

不
異
の

関

係
に

達
す
る

と
い

う
の

で

あ

る

（
大

正
三
一

、

三

四
二

下
）

。

　

な

お
、

無
著
の

依
他
起
性
と
円
成
実

性
が

不
異
の

関
係
で

あ
る

と
い

う
思

想
は

、

彼
の

重

要
な

学
説
「

染
浄
二

分
依

他
起
性
」

（

大
正
三
一

、

一

四

〇

下
）

に

深
く

関
わ
っ

て

い

る

が
、

そ

れ
は

世

親
の

思
想
の

中
に

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

11）

は

存
在
し
て

い

な
い

と

指
摘
さ

れ

て
い

る
。

四

　
結
び

　
以

上

の

よ

う
に

、

陳
那
は

無
二

の

智
（

巴
く

昌
ε

諮

邑

に

よ
っ

て

三

性
を
観
て

い

る
。

三

性
は

般
若
の

対
治

す
る

手
段
と

し

て

は

高
低
な
く

平
等
で

あ
り

、

こ

の

よ

う
な
般
若
の

境
界
か
ら

依
他
起
性
と

円
成
実
性

依
他
起
性
の

理
解
に

対
す
る

世
親
と

陳

那
の

差

異
に

つ

い

て

（

陳）

の

関

係
を
見
る

方
が

不
一

不
異
の

関
係
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

理

解
さ

れ

や

す
い

の

で

あ

ろ

う
。

　
一

方
、

世
親
が

三

性
を

入
無
相
方
便
の

超
越

論
と

し
て

、

雑
染
の

心

識
か

ら

清
浄
の

境

界
に

ま
で
三

種
の

段
階

に
よ
っ

て

修
行
の

次
第
を

示

し

て

い

る

円
成

実
性
は

究
極
の

境
界
で

あ
り

、

依
他
起
性
は

雑
染
の

識

体
に

よ
っ

て

形
成
さ

れ
る

虚

妄
の

存
在
な
の

で

あ
る

。

依
他
起
性
と

円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（
12
）

成

実
性
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

雑
染
と

清
浄
と

い

う
相
待
的
な

解
釈

、

つ

ま
り
両
者
を

異
に

解
釈
す
る

方
が

理

解
さ

れ

や

す
い

。

即
ち

依
他
起

性
は

煩
悩
が

抱
え

る

識
体
よ

り
顕

現
す
る

虚

妄
分

別
（

呂

藁
帥

冩
疑
詈
巴

の

存
在
で

あ
る

の

で
、

円
成
実
性
に

対
し

て

は

無
の

存
在
で

あ

る
と

理

解
さ
れ

、

そ
の

方
が

安
慧

等
の

仏
無
（
実
の
）

二

分

説
や

仏
無

説
法
論

も
非
常
に

形
成

さ

れ

や

す
く

、

や

が

て

唯
識

学
派
の
一

大
思
想
に

な
っ

た

の

で

は

な
い

か
。

　

そ
の

よ

う
な

流

れ
の

中
で

、

護
法
は

陳
那
の

こ

の

よ

う
な
非
即
非
離

の

三
（

無
）

性
論
の

影
響
を
受

け
、

依
他
起
性
と

円
成
実
性
と

の

不

異
と

の

関
係
を
強

調

し
て

い

る
。

ま
た

、

識
を
依
他
起
性
と

し

て

成
立

し

た

「

離
有
離

無
」

と

い

う
契
中
道
（

大
正

三
一

、

三

九

中
）

を

立

て
、

更

に

仏
智
の

有
二

分

説
や

仏
の

説
法

論
を

提
出

す
る

に

至
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

陳
那
が

護
法
の

勝

義
諦
の

仏
智
有
二

分
説
を

支
持
す
る

か

ど

う
か

は

分
か

ら

な
い

が
、

般
若
の

三

性
の

平
等
観
か

ら

見
れ

ば
、

依
他
起

性

の

二

分
と
真
如
と
い

う
不
異
の

関
係
に

つ

い

て
、

確
か

に

護
法
に

理

論

上
の

根
拠
を
与
え
た

の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
。

そ

の

意

味
で

護

一

五
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依
他
起
性
の

理
解
に

対
す
る

世
親
と

陳
那
の

差
異
に

つ

い

て

（

陳）

法
の

仏

智
の

二

分
説
は

陳
那
の

思
想
に

よ
っ

て

発
展
さ

れ

た

も
の

で

は

な
い

か

と

結

論
づ

け
た

い
。

1
　
影
印
北

京
版
西

蔵
大
蔵
経

、

第
五

七

二

〇
、

九
六

頁
三

〜

五

行
目

。

2
　
ζ
器

窪
匹

覈
ぎ
昼

b
蒔

螽
騎

奪

き

詮
、

ら

竜

ミ
ミ

（

9
ヨ
げ
「凶
彑

 

P

ζ
舘
゜・
 

　
匡
p

霎
碧
自

O
昌画
く
・

邑
ぞ

掣
。
駈。

ω噛
一

〇
〇

Q 。

）

、

二

九

頁
及
び
一

八
三

頁
を

参
照

。

3

0
旦
ヨ

ヌ

誇
α・

p
ρ

さ
§
圏
ミ

ミ

§
勳

碧−
寒

督
自

（
→
。

5
。一
・。

・
N

匿

　
菊
。
。。

＄
容
げ

明
o

巨
紆
ま
戸
一

霧
虧）
、

一

八

頁
D

4

0
謬
。

署
・

ぎ
a、
、、

屋
昌
。

門

。。

鬟
す
蹄

幇
薹
。

三
『
。

牢

詈
書
冒
日

謡

肖
冨

　
噂

亙
謡
冨
蕁

巨
什

習
甘
烏
＝
『
90h

巳

旨
謬
P ．，

き
ミ
嵩

ミ

黛
、

ぎ
沁

ミ
ミ
」

ミ
ミ
丶

q

　
恥

象
尉

量

＆
Q
鳶
ミ

b。

、、
ミ
ミ

§
栽

富、
§
鼻

麗
昜

下
b。

レ
ゆ

鳶
（
以

下、

冒
。

皀

　

と

略
称
す
る）

、

五

七

頁、

第
二

八

頌
。

5
　
日
⊆

8凶噂
五

七

頁
、

第
三
一

頌
。

冒
子

巴
ぞ

肄
綿

巳

齧
騨

目
巷
騨
H

讐

碧

臣
℃

鴛凶
−

　
犀

巴

覧
什

昌
丶

菩
団
≦
冨
言

き
贄
ξ
卑

託

厨
o

忘
三
巳
く

騨

巷
餌

ミ
＼

色

な
ど
一

切

が
全
く

　

無
で

あ
る

と

分
別

し

散
乱
す
る
の

を

無

相
分
別
散
乱
と
い

う
の

で

あ
る

。

　

宇
井

伯
壽
『

陳
那

著
作
の

研
究
』

（

岩

波
書
店

、

一

九

五

八
）

三

〇

〇

頁

　

を

参
照

。

6
　
冒
。

9
五

七

頁、

第
三

〇

頌
。

7
　
冒
。

。凶呷

五

八
頁

、

第
四

二

頌
「

此

無
実
所
現

、

彼
無
明

所
起
」

（
器
巴
。

≦

　
蜜

g
魯

写
冨
葺
巴
p
三

身
酬

く

巨
目
詐

畧
）

。

8
　

目
8
尸

五

七

頁、

第
二

〇

頌
。

9
　
ス
螢

醫
ρ

さ
駄

電
碧
ミ
言

寒
紺
黛−
腎
詮

碧
3
一

入

頁
。

10
　
Z
臼

σq
即

ρ

二

〇

頁
。

方
便
（
唇
鋤

饗）

と
は

 
識
有
境
無
 
境
無
識
無
の

　

順
序
で

観
行
を
行
な
う
意
味
で

あ
る

。

11
　
勝
呂
信
静
「

唯

識

説
の

体
系
の

成
立
」

（

『

講

座
大
乗
仏
教
」

八
、

春
秋

　

社、

　一

九

八
二
）

一

〇

〇

〜
一

〇

二

頁
。

一

六

12
　
真
諦
訳
『

摂
大

乗
論
釈
』

巻
第
五
、

「

此
空

即
是

色
無
所
有

。

不
如
依

　

他

性

於
真
実

性
不
可

説
一

。

由

清
浄

不
清
浄

境
界
故

。

」

（

大
正

三
一
、

　
一

九
〇

上
）

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

無
二

の

智
、

依
他
起

性
、

二

分

　
　
　
　
（
台
湾
輔
仁
大
学
非
常
勤

講
師
）

一 544 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


